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教育シンポジウム
「胃癌取扱い規約（第 14 版）―改定のポイント―」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モデレーター　：加藤　　洋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩下　明徳

胃癌取扱い規約は、本年 3 月に 10 年ぶりに改訂され、第 14 版（愛甲　孝委員長）
が出版された。この間に起きた大きなイベントは、2001 年にガイドラインが作成さ
れたことである。ガイドラインができたことで規約のあり方が問題となった。また、
以前から国際性を考慮した記載法が検討されていたが、UICC・TNM 分類第 6 版

（2002）、第 7 版（2010）が出版され、TNM 分類のやり方を積極的に取り込まざるを
得ない状況になってきた。例えば TNM 因子と Stage の表記は clinical と pathological
の 2 つに限ること、N（リンパ節転移）因子は、リンパ節の解剖学的位置によって決
めるのではなく、数で決めることになった。また、薬物・放射線療法の評価に関して
は、RECIST Guidelines （Ver. 1. 1, 2009）が発表されている。

しかしその一方で、伝統ある規約の検索法・記載法の長所は保持すること、さらには、
消化管全体を通じて、組織型の分類・断端の表記や評価・Group 分類の運用を統一す
ることにつとめた。わが国においては、消化管疾患は頻度の高い疾患であり、病理医
であれば、好むと好まざるを得ず、消化管疾患に触れざるを得ない。本シンポジウム
では、まず、改訂の全体的なことについて、佐野　武先生（癌研有明病院消化器外科）
のお話しをいただき、その後、病理に関する改訂の全体的なところを落合淳志先生（癌
センター東病院臨床開発センター）が、胃腫
瘍の組織型診断に関する事項を九嶋亮治先生

（がんセンター中央病院臨床検査部）が、T
因子（深達度）に関しては岩下明徳（司会）が、
新 Group 分類の運用法を加藤 洋（司会）が、
解説する。

シンポジウムではどのような質問でも結構
です。多数のご意見をお待ちしています。

北九州国際会議場

岩下明徳 加藤　洋

2010年　IAP病理学教育セミナー
　　　　　　日　時：平成 22 年 11 月 27 日（土）　9：00 − 17：30
　　　　　　場　所：北九州国際会議場
　　　　　　　　　　〒 802 − 0001　北九州市小倉北区浅野 3 − 8 − 1
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スライドセミナー
今年度の IAP 日本支部主催のスライドセミナーは 11 月 27

日に北九州国際会議場で開催されます。本年度はアンケート
で希望の多かった 2 コースが新規で加わります。一つは「乳
腺生検の病理診断」で、日常診断に役立つ実践的な内容となっ
ています。講師は川崎医科大の森谷卓也先生です。もう一つ
のコースは「大腸ポリープの病理診断」で、こちらも日常の
病理診断に有用な内容を中心に講義が行われます。講師は福
岡大学筑紫病院の岩下明徳先生です。なお、「骨髄の病理（MDS
など）」「子宮内膜症とその関連腫瘍」「肺の外科病理 update」

「膵腫瘍性病変の病理」の 4 つのコースは本年度が最終とな
ります。若い先生から経験を積まれた先生方まで多数の参加
をお持ちしています。	 教育担当：	清水道生
「新規コース紹介」

乳腺針生検の病理

川崎医科大学病理学 2　森谷卓也

昨今、乳腺疾患の診療において、針生
検法の実施件数は著しく増加しています。
しかし、病巣内の限られた組織における
病理診断であるため、従来の摘出生検と
同等にはできない部分も存在します。本

コースでは、針生検の適応（細胞診との使い分け・太針吸引
生検の意義を含めて）、鑑別診断の進め方、免疫組織染色の
利用法、病理報告書作成法などについて、実際の症例を通じ
て解説し、議論したいと思っております。

大腸ポリープの病理診断

福岡大学筑紫病院病理部　岩下明德

近年内視鏡技術の進歩と大腸検査の普
及により多くの大腸病変に対する臨床的、
組織学的診断が日常的に行われている。
大腸ポリープは内視鏡医および病理医が
頻繁に遭遇する病変であり常に迅速かつ

正確な診断が要求される。しかしその多種多様な疾患像によ
り診断に苦慮することも多く、的確な診断のためにはこれら
の疾患や病態、組織像等について十分に把握しておく必要が
ある。本セミナーでは大腸ポリープの典型症例の呈示と組織
学的見解について述べたうえ、正確な診断へ導くためのポイ
ントについて解説したい。

日　時：平成 22 年 11 月 27 日（土）　9：00 − 17：30
場　所：北九州国際会議場
　　　　〒 802-0001　北九州市小倉北区浅野 3 − 8 − 1

教育シンポジウム　9：00 − 11：45
テーマ：『 新胃癌取扱い規約（第 14 版）−改訂のポイント−』
モデレーター： 加藤 　洋（獨協医科大学日光医療センター、 

癌研究会癌研究所）  
岩下 明徳（福岡大学筑紫病院病理部）

演　者：
　1． 佐野　　武（癌研有明病院 消化器センター）  

改訂の意義と骨子（仮題）

　2． 落合　淳志  
（国立がん研究センター東病院 臨床開発センター）  
胃生検組織分類（グループ分類）について

　3． 九嶋　亮治  
（国立がん研究センター中央病院 臨床検査部病理）  
組織学的分類と診断要領

　4． 岩下　明徳（福岡大学筑紫病院 病理部）  
SE の判定、EMR/ESD 標本の扱い

　5． 加藤　　洋  
（獨協医科大学日光医療センター、 癌研究会癌研究所）  
新 Group 分類の運用法

当日はご自由にご参加ください（参加費・会員 3,000 円、
非会員 4,000 円、ハンドアウト代を含む）。その時に病理専
門医の更新に必要な参加証をご用意いたします。（5 単位）。

スライドセミナー　13：15 − 17：30
１時限目　13：15 − 15：15　　　　　　　　　敬称略

*A-1 乳腺針生検の病理診断
森谷 卓也（川崎医科大学病理学 2）

 B-1 骨髄の病理（MDS など）
大島 孝一（久留米大学医学部病理学）

 C-1 子宮内膜症とその関連腫瘍
本山 悌一（山形大学医学部人体病理病態学）

 D-1 神経系腫瘍（中枢系および末梢神経）
廣瀬 隆則（徳島県立中央病院病理診断部）

２時限目　15：30 − 17：30

*A-2 大腸ポリープの病理診断
岩下 明徳（福岡大学筑紫病院病理部）

 B-2
肺の外科病理 update
中谷 行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理学）
松原　 修（防衛医科大学校病態病理学）

 C-2 膵腫瘍性病変の病理
諸星 利男（昭和大学医学部第一病理学）

 D-2 唾液腺腫瘍の病理 ―新 WHO 分類を踏まえて―
長尾 俊孝（東京医科大学人体病理学）

*印は新規コース。事前資料としてバーチャルスライド（DVD-R）
を送付予定です。病理専門医の資格更新単位として 10 単位が
得られます。お申し込みは、2010 年 8 月 2 日（月）正午より、
IAP のホームページ（http：//www.iapjapan.org/index.html）
に直接アクセスして、お申し込みください．受講料（1 コース）： 
IAP 日本支部会員 7,000 円、非会員 12,000 円です。

連絡先： IAP 日本支部　教育委員長　清水　道生（スライド
セミナー担当）

　　　　埼玉医科大学・国際医療センター・病理診断科
　　　　　〒 350-1298　埼玉県日高市山根 1397-1
　　　　　TEL 042-984-0609　　Fax 042-984-0609
　　　　 IAP 日本支部　常任幹事　加藤　良平（教育シンポ

ジウム担当）
　　　　　〒 409-3898 山梨県中央市下河東 1110
　　　　　山梨大学医学部人体病理学
　　　　　TEL 055-273-9529　　FAX 055-273-9534

2010年IAP病理学教育セミナー
申し込み案内
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2010 年 4 月より IAP 日本支部ホームページ（http://www.
iapjapan.org/index.html）をリニューアルしました。ホーム
ページではセミナーやシンポジウムのお知らせ、入会手続き
の案内等を掲載しております。ホームページリニューアルに
伴い以下の点が大きく変更されます。

1．スライドセミナー申し込み（会員、非会員）

従来の葉書による申し込みは中止となり、今年から IAP 日
本支部ホームページ上の申し込みページから行います。申し
込みの開始は 2010 年 8 月 2 日正午からです。
2．USCAP ジャーナル購読申し込み（会員のみ）

従来の Fax による申し込みは中止となり、今年から USCAP
ジャーナル（Modern Pathology、Laboratory Investigation）
の購読申し込みは、IAP 日本支部ホームページ上の購読申し
込みページから行います。後日、購読案内をホームページに
掲載します。

ホームページに更新される重要な情報をすみやかに御案内
するため、事務局では E メールの活用を準備しています。
IAP 日本支部からの情報配信を希望される会員の方はメール
アドレスを事務局（jdiap@med.yamanashi.ac.jp）までお知ら
せください。

下記の要領にて 2010 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励
賞を公募いたします。

記
賞の名称：IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞
応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは
問わない）

選考対象： 2009 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された診
断病理分野における優れた英文論文（1 編）。但し、
留学先での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆頭
著者を原則とする。

受賞者数：3 名以内
賞の内容：賞状と副賞

応募方法
推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする。（しかし、
推薦者がいない場合でも受付ける。）

申請時に必要なもの ：
1．応募者の履歴書
2． 推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦

人がいない場合）A4 用紙 2 枚以内（書式は問わない）
3．論文の別刷 7 部（1 部はオリジナル、他はコピー可）

応募の締切：2010 年 8 月 31 日（当日の消印有効）
宛　　　先： 〒 409-3898　山梨県中央市下河東 1110　山梨大

学医学部
　　　　　　人体病理学講座　IAP 日本支部事務局内
　　　　　　 「IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委

員会宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP 日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの
外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の
IAP 日本支部年次総会における表彰式に参加する。また、受
賞者を IAP 日本支部の News Bulletin 紙上に加え、日本病理
学会、日本臨床細胞学会の機関誌に公表する。

第 28 回 IAP 国際会議がブラジル連邦共和国サンパウロ市
において行われます。

IAP 日本支部会員の方々は是非ともご出席ください。
詳細はホームページにアクセス（http：//www.iap2010.com/）
会　期：2010 年 10 月 11 − 15 日
場　所： Transamérica Hotel Convention Center, São Paulo, 

Brasil
会　長：Marcello Franco, M.D.

IAP日本支部
ホームページのリニューアル

2010年IAP日本支部・病理診断
学術奨励賞の公募

第28回IAP国際会議
XXVIII th International Congress of the 

International Academy of Pathology

イグアスの滝
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IAP 日本支部と台湾支部合同のスライドカンファレンスが、
今年は台湾の高雄市で開かれることになりました。詳細につ
いては、ホームページ（http：//www.iapjapan.org/）を参
照してください。

会　期：2010 年 11 月 6 − 7 日
場　所：高雄市、台湾

会　期：2011 年 5 月 20 − 24 日
場　所：台北市、台湾

会　期：2011 年 2 月 26 日―3 月 4 日
場　所： Henry B. Gonzales Convention Center San 

Antonio, Texas
演題締切：2010 年 10 月 1 日
＊詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.uscap.org/home.htm

日　時：2010 年 4 月 27 日（火） 　12 時 10 分～ 13 時 10 分 
場　所：京王プラザホテル　南館 5 階　「だりあ」
出席者： 松原、橋本、長村、清水、笹野、黒田、中谷、吉野、

岩下、岩崎、白石、加藤（洋）、山邊、加藤（良）、
近藤（事務局）

欠席者：佐野、牛込、諸星、根本、内藤 

議　　題
1．審議事項：
　  1）IAP 教育シンポジウムについて

　  2）IAP スライドセミナーについて
　  3）名誉会員について　
　  4） IAP 日本支部設立 50 周年記念事業（2011 年予定）

について
　  5）IAP 本部との関係について
　  6）寄付金（企業広告）の募集について
　  7）その他

2．報告事項：
　  1）The 99th USCAP 及び Japan Night
　  2）第 3 回日台合同スライドカンファレンスについて
　  3）IAP 国際会議について
　  4）Asia-Pacific IAP Congress について
　  5）6th APSMI について
　  6）委員会報告
　  7）庶務報告 

前回の News Bulletin からメールアドレスの登録をお願い
しておりましたが、早速沢山の会員の方々が登録くださいま
した。引き続き行いたいと存じますので未登録の方はお願い
いたします。ご登録内容の変更等のご連絡もよろしくお願い
いたします。 （jdiap@med.yamanashi.ac.jp）

また、4 月 19 日～ 4 月 26 日の間、事務局専用メールにトラ
ブルが発生し、一部メールが消失してしまいました。大変申
し訳ございませんがこの間にご登録くださいました方はもう
一度お送りいただけますようお願い申し上げます。会員の皆
様にはご迷惑をおかけいたしますことをお詫び申し上げます。

rqrqrqrqrqrqrq

あとがき
暑中お見舞い申し上げます。News Bulletin No.3 をお届けい
たします。本号は、今秋、北九州市小倉にて開催されます
IAP 病理学教育セミナーのご案内を中心に掲載いたしました。
今回の教育シンポジウムでは、加藤　洋先生、岩下明徳先生
にモデレーターをお願いし、その紹介文とお写真をいただき
ました。また、スライドセミナ―は今年から担当される清水
道生先生にご紹介文をお願いし、そして新規コースとして森
谷卓也先生および岩下明徳先生にはコースの紹介とともにお
写真もいただきました。お忙しい中、ありがとうございまし
た。また、IAP 日本支部ホームページリニューアルに伴い、
スライドセミナーにつきましてはホームページ上での参加申
し込みの準備を進めております。2010 年 8 月 2 日開始予定で
す。ご覧ください。そして今年も皆様のご参加をお待ちして
おります。
本格的な夏を迎えますが、どうぞお元気で過ごされますよう
お祈りいたします。

〒 409-3898　山梨県中央市下河東 1110
山梨大学医学部人体病理学講座
常任幹事　加藤良平
事 務 局　近藤哲夫／河野嘉代子
Tel：055-273-9529 ／ Fax： 055-273-9534
E-mail：jdiap@med.yamanashi.ac.jp

第3回日本−台湾
スライドカンファレンス

第7回アジア太平洋IAP会議
The 7th Asia-Pacific International Acad-

emy of Pathology Congress

USCAP 100th Annual Meeting

2010年IAP日本支部第2回理事会

事務局より

高雄


